
















60分 ［初心g］ ［初・中級g］ ［初心g］ ［初・中級g］
感覚練習Ａ 先行技量の把握 感覚練習Ｂ 習得技量の確認
（実技Ⅱ） 基礎泳法 基礎泳法 基礎泳法から 基礎泳法から
60分 ↓ ↓ クロール クロール
↓ ↓ ： ：
（実技Ⅲ） 基礎泳法 基礎泳法から 基礎泳法から 平泳ぎ
60分 ↓ 平泳ぎ 平泳ぎ クロール









































































































































































































































　 ドルヒラ  → ワンキックドルヒラ  → スーパードルヒラ  → 平泳ぎ
　　　　　　　　　　キックを１回に　　　　 腕のかきを大きく　　 足をカエル足に
　 ドルヒラ  → 片手ドルクロ  → 両手ドルクロ  → クロール
　　　　　　　　呼吸・手のかきをクロー　　　　両手でかく　　　　 足をバタ足に
　　　　　　　　ル型に（片手のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　力まず２回程度キック
　 ドルヒラ  → スーパードルヒラ  → ドルバタ  → バタフライ
　　　　　　　うねりのある大きなドルヒラ　 手をバタフライ型に　  キックのリズムを変える
３，2010年の取り組み
　養老牛小学校でも高学年になるとドルヒラから近代泳法への発展に取り組んでいます。
（１）ビデオを撮って泳ぎを比べてみよう
　「３・４年生もだいぶ泳げるようになってきたなあ。でもまだちょっとぎこちないんだよね。」
　「Ａ君、距離はだいぶ長く泳げるようになったけど、あんな恰好でいいのかな。次の泳法につ
ながるだろうか。どうしたらいいかなあ。」
　「そしたらさ、ビデオ撮って見せてやれば。」
　自分の泳ぎは自分で見ることができません。自分では言われたことをやっているつもりでも上
手くできていないことがあります。上手な子と一緒に泳いでいるところをビデオに撮って、違い
を意識させようということになりました。そこで３・４年生と一緒に６年生のＢ君がモデルとし
て泳いでもらうことになりました。
　効果は覿面でした。ビデオを見て、Ｂ君のゆったりとしたリラクゼーションと水中姿勢が自分
たちと違うことに気が付いた３・４年生。泳ぎが変わりました。距離が飛躍的に伸びたのです。
（２）ドルヒラで泳げればいいのか
　リラックスしてゆっくりと首を上げる呼吸と手足の協応動作ができるようになると、ドルヒラ
で何百メートルも泳げるようになります。しかし中には多少のバランスが悪くても長い距離を泳
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げる子がいます。肥満傾向の子です。とにかく浮きます。ドルヒラは理にかなった泳法なので、
浮いてリラックスできれば誰でもかなり長い距離を泳げるのです。それだけでも「バタ足、面か
ぶりクロール」の指導で、結局小学校を卒業するまでに殆ど泳げる状況にならない子ども達と比
べると素晴らしいことだと思います。しかしできれば「ドルヒラ」が最終目的ではなく、そこで
身につけた基礎を利用して、クロールや平泳ぎ、バタフライへと発展させてやりたいのです。そ
れには「美しいドルヒラ泳法」を獲得しなければなりません。
（３）近代泳法につなげるために
　「ドルヒラ泳法」の最大の特徴であり、近代泳法の基礎となる技術、それはリラクゼーション
とストリームラインであると言われています。ストリームラインとは伏し浮きの状態です。ドル
ヒラで呼吸をした後、水中に没したとき、首が起きて弓なりになっている状態ではなく、顔が前
に伸ばしている腕より下に出て、しっかりと体を伸ばす状態です。ストリームラインはすべての
泳法に共通します。このストリームラインを伴うドルヒラこそ「美しいドル平泳法」なのです。
　例えば、クロールを獲得するためには、ドルヒラで首を前から上げて呼吸していたものを、体
をローリングさせて横から天井を見るように呼吸しなければなりません。ストリームラインがで
きていないとローリングすることが困難になります。また平泳ぎではストリームラインがしっか
りとできることによって水の抵抗が少なく、前に推進することができます。近代泳法の獲得は養
老牛小学校の来年の水泳学習の課題です。そのためには「美しいドルヒラ泳法」で長い距離を泳
げなければなりません。
４，ドルヒラをカリキュラムに
　なぜ養老牛小学校の水泳ではドルヒラ泳法に取り組むのか。道東の、日常の水辺文化のない冷
涼な山間の小さな小学校において「すべての子ども達に水泳の楽しさを味わわせてやりたい」。
そのために「すべての子ども達を泳げるようにしてやりたい」。たかが体育という１教科の１単
元を大事にし、このことを通して全教職員で子ども達を育てようという思いなのです。
　「ドルヒラ泳法」の指導に至るまでには、研修等のステップを踏むことで全教職員の共通理解
を図り、教員誰もがドルヒラを中心とした水泳学習を指導できるという体制を作ってきています。
もちろん「○ちゃんがうまく呼吸ができないのはどうしてかなあ」「こういうつまずきのある子
はどうしたらいいんだろう」等々、指導者みんなで相談し合い、試行錯誤の繰り返しです。そん
な中で子ども達がどんどん上達し、何百メートルも泳げるようになる姿を見ることは、教師とし
て至福の喜びです。
５，まとめに変えて
　新学習指導要領での「水泳」に関し注目すべきは、３・４年次に記されている「呼吸をしなが
ら初歩的な泳ぎをすること」という表現が入ったことです。これまで『ドル平』は学習指導要領
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の観点からすれば異端視されていました。しかしこの文章を読む限り、呼吸もせずに「面かぶり
クロールで行けるところまで」との指導に比べ、呼吸をしながら初歩的な泳ぎをする「基礎泳法
としてのドルヒラ」は系統的にも優位性があり、注目すべき指導内容と考えます。
参考文献
「たのしい体育スポーツ」学校体育研究同志会、2009　６月号　創文企画
Ⅳ．結語
　我々が検討する仮説は、学習指導要領に示される「発達の段階に応じた指導内容の明確化」と
「何を教える必要があるのか」との点に集束される。
　『その１』では、類似動作の干渉を避けるため“目線（視線の方向）を動きづくりの基底”とし、
転移内容を明示して運動領域の順列を検討・提示してきた。具体的には、①歩行での下方向目線
を上方向目線へ変移させる：シュートボール→ハンドボール→バスケットボール、②動作リズム
の変移：３歩のリズム→３位相→動作リズムのコミュニケーション（マイネル、1991）、③戦略
の変移：ドリブルの意味（パスの意図）→ハドルの意味（コンビネーションとフォーメーション）、
と模式化できる。
　『その２』では、動作焦点を“首の先行操作”とし、①基礎泳法での呼吸動作において、②クロ
ールでの呼吸動作の干渉作用への対応、③平泳ぎを含めた姿勢の制御へ、と転移を図った。
　以上の論点から次のようにまとめられる。
　Ａ．シュートボールからハンドボールへと発展させる実践過程で、“シュートを決めるおもし
ろさ”と“シュートゾーンへボールを運ぶおもしろさ”の両極が見られること。それは、ゴー
ルゾーンを狭めシュートに着眼する志向（例えばバスケットボール）とゴールゾーンを広げ
ボールの保持に着眼する志向（例えばフラッグフットボール）といえる。戦術的には、“ボ
ールを保持しシュートまで”との内容を持つが、学習指導要領でゴール型に位置づけられる
「陣取り型教材」の特質を吟味する基点になると考える（５）。即ち、中学年で目標としている
≪運動種目として成立する以前の基本的な動きや技能を身に付けること≫から≪各運動領域
の特性に応じた基本的な技能を身に付ける≫との高学年の狙いに反映するものと考える。
　Ｂ．「３相の基本構造」（マイネル、1991）の獲得が中心的課題といえる教材では、リズム走（障
害走）を跳動作の位相へ、そして器械運動の位相へと転移させた。そこでは、準備相と主相
との関係を重点的におさえ、終相を確実に意識できることを指導上のポイントとした。ここ
でも“目線”を転移させ視覚的な定位を図り、「頭の舵取り機能」を体幹への伝導に繋げてい
る。そして、「非周期動作行動」を「順次的結合」へと発展させる“器械運動系のシンクロ化”
は、学習指導要領に示される≪中学年の「楽しくできるようにする」をやや程度を高め、運
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動の楽しさや喜びをより一層深める≫との高学年の狙いに対応するものと考える。
　Ｃ．水泳指導での基礎技術を“呼吸の確保”とし、そして“浮く・進む”との系統化を提示して
きたが、「呼吸を伴って浮くこと」が初心者の恐怖感をより軽減するものと考える。本実践
では“平浮呼吸”がもつ技術的内容を重視し、“浮いて（体幹制御）＋呼吸”の動作伝導の獲
得を図っている。よって、その過程での補助具の導入は“個別のスモールステップ”であり、
低学年での“バブリングやボビングの狙いの転移（潜った状況での体感意識）”が問われ、
系統化とは区別できると考える。
　さいごに、本旨に対比させて提示した実践は、複式校でのレポートであり、低・中学年の系統
化と中・高学年の系統化を見据えた体育科の内容構成に繋がるものと考える。
注
（１）『その１』でマイネル（1991）が指摘する「干渉現象」に関し、「筆者らはとくに水泳・スキー教材で留意
している」と記した。本論はその意を継ぐものであり、取り上げた実践レポートについても『その１』と同
様の整理を配している。尚、本学の水泳指導は、公営プール・集中授業形式で実施している。
（２）『ドル平』は学校体育研究同志会（1974）の知見が本源であるが、我々は「ドルフィンキック＋平泳ぎ」と
の泳法そのものに着目することに留まらず、クロールや平泳ぎへ発展する基礎泳法との見方を重視し、あえ
て「ドルヒラ」と表記している（大瀬・毛馬内、1981）。
（３）（４）本旨では、「姿勢制御」を“腕・体幹・脚の制御とし「体幹制御」を含む”との意で用いている。
（５）その「志向」の是非を問うものではなく、動作リズムのコミュニケーション機能（マイネル、1991）を広
義に捉え、そこにも教材個々の特質を明確にした“転移の系統化”の必要性があると考えている。
　　≪運動の共同実施とグループリズムは、動作リズムのコミュニケーション機能にもとづいています。したが
って、運動学習のなかでリズムをコミュニケーションの要素として意識して利用することができます。運動
リズムの転移作用によって、動作を形成するための、いろいろな道が拓かれるのです。≫
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